






 
要旨 
無汗型外胚葉形成不全の自然歴とその年齢別対策を自験および文献から検討した。 
１．早期診断、対策により乳児期の「不明熱、易感染、摂食障害」などの危機を乗りきり、

さらに夏場のうつ熱対策を工夫することが極めて重要で、その後は、症状が一部改善

する。 
２．歯牙異常＋皮膚・粘膜とその付属器の異常（毛、汗腺、皮脂腺、粘膜分泌腺）による

各科にわたる症状があり、小児科医はそのコーディネーターの役割も求められる。 
３．義歯の定期的交換などができぬと、摂食障害や顎骨発育不全に伴う cosmeticな問題も
増悪するなど、早期の対策が極めて重要。 
４．暑い時期のクーリング対策をエアコンなどの設置も含め十分することにより、多飲、

多尿習慣や夜尿なども改善が可能かもしれない。 
５．心理、社会的、職業的リハビリ対策も必要で、その推進のためには、アメリカにある

ような患者団体ができるとよい。その萌芽がみられる。 


